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田
　
　
　
稔

　
　

は
じ
め
に

一
、
竹
林
閑
居
図
の
概
要

二
、
蓋
周
文
所
筆
云
（
附
、
霊
照
女
図
の
こ
と
）

三
、
如
拙
と
周
文

四
、
期
待
さ
れ
る
周
文
様
式
と
の
距
離

　
　

お
わ
り
に

　
　
　
　

は
じ
め
に

　

松
岡
美
術
館
は
、
実
業
家
・
松
岡
清
次
郎
（
一
八
九
四
〜
一
九
八
九
）
が
自
身
の
蒐
集

品
を
展
示
す
る
た
め
に
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
新
橋
の
自
社
ビ
ル
内
に
開
い
た
私

立
美
術
館
で
、
清
次
郎
が
移
転
計
画
を
実
現
し
な
い
ま
ま
没
し
た
後
、
平
成
十
二
年
（
二

〇
〇
二
）
に
清
次
郎
の
私
邸
跡
（
東
京
都
港
区
白
金
台
）
に
移
さ
れ
て
現
在
に
至
る
。
中
国

陶
磁
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
、
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
ー
ラ
彫
刻
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
絵
画
、

近
代
日
本
画
、
現
代
彫
刻
を
は
じ
め
と
す
る
良
質
で
幅
広
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
、

日
本
の
古
画
も
そ
う
多
く
は
な
い
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
周
文
筆
と
称

す
る
「
竹
林
閑
居
図
」（
図
版
1
。
美
術
館
の
呼
称
は
「
竹
林
山
水
図
」
で
あ
る
が
、
以
下
本

稿
で
は
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
諒
解
い
た
だ
き
た
い
）
は
、
そ
の
な
か
で
も

屈
指
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
同
館
の
開
館
記
念
図
録
（
一
九
七
五
年
）
ほ
か
、
数
次
に
わ

た
っ
て
展
覧
会
や
図
録
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
も
『
日
本
画
名
品
選
』（
松
岡
美

術
館
、
二
〇
〇
六
年
）
に
大
山
教
男
氏
に
よ
る
解
説
付
き
で
カ
ラ
ー
図
版
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
は
新
出
資
料
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
稿
者
は
『
日
本
絵
画
史
年
紀

資
料
集
成　

十
五
世
紀
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
の
編
集
作
業
中
に
そ
の

存
在
に
気
づ
き
、
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
実
査
す
る
機
会
を
得
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

　

美
術
館
の
蔵
品
台
帳
の
書
き
込
み
に
よ
れ
ば
、
清
次
郎
は
こ
れ
を
昭
和
三
十
七
年
（
一

九
六
二
）
六
月
二
十
七
日
に
東
京
美
術
倶
楽
部
の
入
札
会
で
落
札
し
た
と
言
う
（
（
（

。
確
か
に

同
日
の
売
立
目
録
に
は
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
1
）。
た
だ
し
、
な
ぜ
か
東
京

文
化
財
研
究
所
に
あ
る
売
立
目
録
作
品
カ
ー
ド
に
は
拾
わ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
売
立
目
録
に
は
福
岡
家
旧
蔵
の
旨
が
註
記
さ
れ
る
。
事
実
、
内
箱
蓋
裏
に
は
「
水

萍
處
蔵
」
の
貼
紙
が
あ
り
（
挿
図
2
）、
桐
製
の
内
箱
の
た
た
ず
ま
い
か
ら
し
て
も
、
こ

れ
が
福
岡
孝
悌
（
一
八
三
五
〜
一
九
一
九
）
の
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
、
な
ぜ
か
孝
悌
自
慢
の
逸
品
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
前
後
二
度
刊
行
さ
れ
た
孝

悌
の
所
蔵
品
目
録
に
本
図
の
記
載
は
な
い
。
二
番
目
の
目
録
『
水
萍
處
鑑
蔵
目
録
』（
杉

︱
︱　
松
岡
美
術
館
の
周
文
画
と
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
の
霊
照
女
図　
︱
︱
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三
五

原
辨
次
郎
、
一
九
〇
二
年
）
で
、
孝
悌
は
た
め
ら
い
つ
つ
、「
陶
弘
景
聴
松
図
」（
嘉
吉
二
年
、

山
梨
県
立
美
術
館
現
蔵
）
を
周
文
の
項
目
に
掲
げ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
あ
る
程
度
疑
問

の
あ
る
も
の
も
列
記
し
た
目
録
な
の
で
、
こ
こ
に
記
載
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
後

に
入
手
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
し
て
、
な
ぜ
か
本
図
に
注
目
し
た
美
術
史
研
究
者
も
ま
た
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

を
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
の
は
稿
者
だ
け
と
言
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
東
京
国
立
文
化
財
研

究
所
（
現
東
京
文
化
財
研
究
所
）
で
も
、
す
で
に
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
に
調
査
を
実
施

し
て
い
る
（
（
（

。
よ
っ
て
研
究
所
に
は
大
判
フ
ィ
ル
ム
も
あ
る
し
、
紙
焼
き
写
真
は
研
究
所
の

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
お
り
、
一
応
（
な
ぜ
か
周
文
で
は
な
く
詩
画
軸
の
引
き
出
し
に
収
ま

っ
て
い
る
の
で
、
探
し
出
す
の
に
は
専
門
的
な
〝
勘
〟
が
必
要
で
あ
る
）、
誰
で
も
手
に
と
っ

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
管
見
で
は
、
本
図
が
こ
れ
ま
で
周
文
研

究
の
俎
上
に
載
っ
た
こ
と
は
、
な
ぜ
か
な
い
。

　

余
人
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
相
手
は
周
文
で
あ
る
。「
周
文
の
人
と
画
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
殆
ん
ど
室
町
時
代
の
水
墨
画
史
の
研
究
の
一
目
的
点
で
あ
る
と
も
云
へ
る
」
と

は
、
渡
邊
一
が
本
誌
八
十
号
（
一
九
三
八
年
八
月
）
に
ま
と
め
た
レ
ゾ
ネ
「
東
洋
美
術
総

目
録　

周
文
」
の
序
章
で
述
べ
た
言
葉
。
こ
れ
を
現
在
の
研
究
状
況
に
照
ら
し
て
言
い
か

え
れ
ば
、
周
文
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
は
室
町
時
代
ひ
い
て
は
江
戸
時
代
ま
で
を
含
む

「
漢
画
（
（
（

」
史
の
研
究
の
最
重
要
か
つ
最
優
先
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
、
と
な
る
。
周
文
が

明
ら
か
に
な
ら
な
い
と
、
宗
湛
や
雪
舟
の
位
置
づ
け
、
ひ
い
て
は
狩
野
派
の
位
置
づ
け
さ

え
も
ま
ま
な
ら
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
稿
者
は
調
査
を
し
な
が
ら
、「
周
文
が
あ
っ

た
」
と
い
う
興
奮
を
覚
え
つ
つ
、
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
こ
の
絵
が
従
来
研
究

者
間
で
無
視
さ
れ
て
き
た
そ
の
理
由
を
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
。
こ
れ
を
模
本
あ
る
い
は
後

世
の
偽
作
と
断
言
で
き
る
人
は
お
そ
ら
く
い
な
い
だ
ろ
う
。
賛
に
も
問
題
は
な
さ
そ
う

だ
。
悪
意
の
あ
る
改
変
を
被
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
い
っ

た
い
な
ぜ
な
の
か
。

　
　
　
　

一
、
竹
林
閑
居
図
の
概
要

　

こ
の
「
な
ぜ
か
」
と
い
う
の
が
実
は
争
点
と
な
る
が
、
と
り
あ
え
ず
作
品
の
概
要
を
記

述
し
て
お
く
。
紙
本
墨
画
淡
彩
、
掛
幅
装
一
幅
、
本
紙
竪
九
五
・
七
セ
ン
チ
、
横
三
九
・

挿図 1　1962 年 6 月 27 日東京美術倶楽部売
立目録より

挿図 2　竹林閑居図 内箱蓋裏
貼札

挿図 3　竹林閑
居図付属 玉舟
極札
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三
六

八
セ
ン
チ
。
金
襴
表
装
の
や
や
大
ぶ
り
の
掛
幅
で
あ
る
。
二
重
箱
入
り
。
内
箱
蓋
裏
に
は

先
述
の
通
り「
水
萍
處
蔵
」の
貼
紙
が
あ
る
。外
箱
上
面
左
下
隅
に
は
貼
札
が
あ
っ
て「
八
」

の
墨
書
と
「
二
富
」
と
読
め
る
朱
文
方
印
が
あ
る
。
外
箱
木
口
に
も
貼
札
が
あ
り
「
周
文

筆
／
竹
林
山
／
水
之
図
／
竹
庵
賛
」
の
墨
書
（
／
は
改
行
位
置
）
が
あ
る
。
反
対
側
の
木

口
に
も
「
周
文
筆
／
竹
林
山
水
／
南
禅
竹
庵
／
賛　

福
岡
家
傳
来
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
札

が
あ
り
、
そ
の
上
に
重
ね
て
美
術
館
の
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「（
印
字
）

松
岡
合
資
会
社
／
（
ペ
ン
書
き
）
伝
周
文
／
（
ペ
ン
書
き
）
122
竹
林
山
水
図
／
（
印
字
）
松

岡
美
術
館
／
（
欄
外
印
字
）
墨
縄
堂
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
墨
縄
堂
は
文
化
財
修
理
も

手
が
け
た
装
潢
業
者
で
、
か
つ
て
は
文
京
区
に
あ
り
、
現
在
は
上
田
墨
縄
堂
と
し
て
広
島

県
福
山
市
に
社
屋
を
構
え
る
。
も
っ
と
も
、
売
立
目
録
の
状
態
と
現
状
と
で
大
き
な
差
は

な
い
の
で
、
昭
和
三
十
七
年
に
松
岡
清
次
郎
が
落
札
し
た
時
点
で
基
本
的
な
修
復
は
終
わ

っ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
年
の
松
岡
美
術
館
開
館
に
あ
た
っ
て
こ
の
墨
縄

堂
が
若
干
表
装
ま
わ
り
を
補
強
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

江
戸
時
代
前
期
の
大
徳
寺
僧
・
玉
舟
宗
璠
（
臨
済
宗
大
応
派
、
一
六
〇
〇
〜
六
八
）
の
外

題
一
点
の
み
が
付
属
す
る
。「
竹
菴
和
尚
真
蹟　

竹
林
人
家
賛
」の
墨
書
の
下
部
に「
宗
璠
」

の
白
文
方
印
が
捺
さ
れ
た
外
題
札
本
体
は
包
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
（
挿
図
3
。
包

紙
表
に
は
「
玉
舟
和
尚
外
題
」
の
墨
書
が
あ
る
）。
書
体
、
印
影
と
も
に
不
審
な
点
は
な
い
。

江
戸
時
代
前
期
に
ま
さ
に
こ
の
絵
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
厳
密
に
は
絵
に
対
す
る

外
題
で
は
な
く
、
賛
に
対
す
る
外
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
無
落
款
ゆ
え
か
、
こ
の
時
点

で
す
で
に
周
文
筆
と
い
う
こ
と
が
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
少
し
注
意
し
て
お
き

た
い
が
、
こ
こ
に
そ
の
当
時
の
所
蔵
者
に
つ
い
て
の
情
報
は
な
い
し
、
福
岡
孝
悌
以
前
の

来
歴
を
語
る
付
属
品
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

絵
の
本
紙
は
通
常
光
の
も
と
肉
眼
で
観
察
す
る
か
ぎ
り
、
よ
く
筆
の
滑
り
そ
う
な
風
合

い
で
、
掛
軸
よ
り
も
襖
や
屛
風
で
よ
く
見
る
紙
に
近
く
、
あ
る
い
は
竹
紙
で
は
な
い
か
と

い
う
印
象
を
持
っ
た
。
紙
質
に
つ
い
て
は
次
回
の
修
理
の
際
に
で
も
追
々
明
ら
か
に
な
る

の
を
待
つ
と
し
て
、
と
も
か
く
本
紙
が
極
端
に
新
し
い
と
い
う
印
象
は
な
く
、
室
町
時
代

の
紙
が
こ
の
程
度
に
劣
化
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
不
審
点
は
な
い
。
そ
れ
な
り
の
欠
損
や

補
修
痕
は
あ
る
も
の
の
、
本
紙
の
表
面
自
体
は
さ
ほ
ど
荒
れ
て
お
ら
ず
、
画
趣
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
補
加
筆
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

図
柄
は
渓
流
沿
い
の
竹
林
に
瓦
葺
き
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
一
人
の
高
士
が
月

見
を
し
、
こ
れ
に
童
子
が
給
仕
す
る
と
い
う
も
の
。
墨
の
細
や
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

基
調
に
、遠
山
や
水
流
に
薄
い
青
色
、建
物
や
人
物
の
衣
に
白
色
と
朱
色
な
ど
が
塗
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
紙
地
が
白
か
っ
た
制
作
当
初
に
は
、
そ
れ
な
り
に
鮮
や
か
に
発
色
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。「
室
町
水
墨
画
」
と
い
う
現
在
通
行
し
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
す
る
と
意

外
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
程
度
の
彩
色
は
十
五
世
紀
の
も
の
と
し
て
も
ご
く
一
般
的
と

言
え
る
。
ま
た
筆
致
は
全
体
的
に
柔
ら
か
め
で
、
定
型
化
し
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
後
代
の

流
派
様
式
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
こ
と
は
な
い
。
や
は
り
ま
ず
、
室
町
時
代
、
そ
れ
も
十
五

世
紀
の
も
の
と
み
て
問
題
な
い
。
絵
に
落
款
は
な
く
、
落
款
を
削
除
し
た
よ
う
な
痕
跡
も

な
い
。

　
　
　
　

二
、
蓋
周
文
所
筆
云
（
附
、
霊
照
女
図
の
こ
と
）

　

本
紙
に
紙
継
は
な
く
、図
上
に
は
永
享
七
年
（
乙
卯
、一
四
三
五
）
三
月
、竹
庵
大
縁
（
臨

済
宗
聖
一
派
、一
三
六
二
〜
一
四
三
九
）に
よ
る
賛
が
あ
る
。
竹
庵
は
登
叔
法
庸
の
法
嗣
で
、

浄
妙
寺
、東
福
寺
（
一
一
四
世
）、建
仁
寺
（
一
二
九
世
）、天
龍
寺
（
七
十
三
世
）、南
禅
寺
（
一

一
九
世
）
に
歴
住
し
た
。
語
録
や
外
集
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
か
現
在
の
知

名
度
は
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な
い
が
、『
蔗
軒
日
録
』
で
有
名
な
季
弘
大
叔
（
一
四

二
一
〜
八
七
）
の
師
に
あ
た
る
当
代
屈
指
の
学
識
僧
で
あ
る
（
（
（

。

　

賛
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。
今
回
の
実
査
に
よ
り
、『
日
本
絵
画
史
年
紀
資
料
集
成　
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三
七

十
五
世
紀
』（
前
掲
）の
翻
刻
の
間
違
い
に
気
づ
い
た
の
で
、こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

　

夐カ
　

岩カ
　

□
（
欠
失
）月

翠
屛
山
流
水
環
籬

碧
玉
湾
中
有
幽
人
読
書
處
秀

花
野
竹
草
堂
閑
安
生
適
獲
斯

畫
蓋
周
文
所
筆
云
就
余
索
讃
余

久
臥
病
懶
于
造
語
以
去
歳
所
製
之

数
字
題
之
以
與
焉　

安
子
對
此
畫

將
為
南
村
之
隣
乎
不
知
靖
節

許
之
否

乙
卯
春
三
月
初
吉

　
　

前
南
禅
竹
菴
懶
衲
（
印
文
不
明
印
二
箇
）

（
読
み
下
し
）

夐
か
な
岩
は
月
を
□
し
て
、
翠
屛
の
山
。

流
れ
る
水
は
籬
を
環
り
て
、
碧
玉
の
湾
。

中
に
幽
人
あ
り
て
書
を
読
む
処
。

秀
花
野
竹
、
草
堂
は
閑
か
な
り
。

安
生
、適
ま
斯
の
画
を
獲
、蓋
し
周
文
筆
す
る
所
と
云
ふ
。
余
に
就
き
て
讃
を
索
す
。

余
、
久
し
く
病
に
臥
し
、
語
を
造
る
に
懶
た
り
。
去
歳
製
す
る
所
の
数
字
を
も
っ
て

こ
れ
に
題
し
、
も
っ
て
こ
れ
に
与
ふ
。
安
子
、
此
画
に
対
す
る
に
ま
さ
に
南
村
の
隣

と
な
さ
ん
と
す
る
か
。
靖
節
を
知
ら
ざ
る
こ
と
、
こ
れ
を
許
す
や
否
や
。

乙
卯
の
春
三
月
初
吉

　
　

前
の
南
禅
竹
庵
懶
衲

　

細
か
な
語
釈
は
専
門
家
に
委
ね
た
い
が
、
問
題
は
事
情
を
記
し
た
能
書
き
の
部
分
（
傍

線
部
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
□
安
と
い
う
僧
が
偶
然
こ
の
絵
を
入
手
し
、
周
文
筆

ら
し
い
と
い
う
触
れ
込
み
で
そ
れ
を
竹
庵
の
も
と
へ
持
参
し
た
。
竹
庵
は
病
気
が
ち
で
詩

を
つ
く
る
の
は
辛
か
っ
た
の
で
、
去
年
つ
く
っ
て
お
い
た
詩
を
書
き
与
え
る
こ
と
に
し
た

と
言
う
。

　

そ
れ
で
も
絵
と
詩
は
そ
れ
な
り
に
馴
染
ん
で
い
る
の
で
（
稿
者
が
本
図
の
題
名
に
「
閑
」

字
を
使
い
た
い
所
以
で
あ
る
）、
竹
庵
が
正
直
に
白
状
し
て
い
な
け
れ
ば
、
竹
庵
の
手
抜
き

は
誰
に
も
看
破
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
よ
く
あ
る
謙
遜
と
と
ら
え
ら
れ
る
に
相
違
な
い
の
だ

が
し
か
し
、
永
享
七
年
春
と
い
う
時
期
、
竹
庵
と
い
う
賛
者
、「
秀
花
野
竹
草
堂
閑
」
の

文
字
面
で
想
起
す
べ
き
な
の
は
、「
秀
野
堂
図
」（
挿
図
4
、
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
賛
は
次

の
通
り
。

　
　

秀
野
堂
詩
序

客
携
画
軸
求
佳
扁
并
小
詩
筆
勢
穠
繊
景
思
悠
遠

只
尺
間
幻
出
江
山
不
盡
之
状
度
予
想
所
以
題
之
也
山

高
而
並
宜
名
孤
雲
両
苒
峡
坼
而
迸
宜
名
飛
雹
千
丈

小
朶
之
矗
立
豈
非
澎
浪
邪
村
路
之
縈
回
豈
非
吒

雪
邪
竹
樹
参
差
萩
葦
颼

也
袁
家
渇
乎
鸚
鵡
洲

外
漢
陽
渡
乎
皷
蘭
舟
招
洞
庭
蹄
客
歌
竹
枝
望
瀟

美
人
予
沈
思
曰
宜
扁
秀
野
堂
蓋
取
諸
坡
仙
青
山
在

屋
上
流
水
在
屋
下
中
有
五
畝
宅
花
竹
秀
而
野
平
泉

金
谷
鞠
為
丘
墟
王
新
車
庾
大
宅
何
在
哉
茅
茨
柴
門

古
製
可
愛
秀
野
之
堂
楽
只
乙
卯
春
前
南
禅
竹
菴
縁
（
印
文
不
明
印
二
箇
）
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三
八

（
読
み
下
し
）

　
　

秀
野
堂
詩
の
序

客
、
画
軸
を
携
へ
、
佳
扁
并
び
に
小
詩
を
求
む
。
筆
勢
は
穠
繊
、
景
思
は
悠
遠
に
し

て
、
た
だ
尺
間
に
江
山
不
尽
の
状
度
を
幻
出
す
。
予
、
想
ふ
所
を
も
っ
て
こ
れ
に
題

す
な
り
。（
中
略
）
予
、
沈
思
し
て
曰
く
、
宜
し
く
秀
野
堂
と
扁
ず
べ
し
と
。
蓋
し

こ
れ
を
取
る
は
坡
仙
が
青
山
在
屋
上
、流
水
在
屋
下
、中
有
五
畝
宅
、花
竹
秀
而
野
。

平
泉
の
金
谷
鞠
は
丘
墟
を
な
す
。
王
の
新
車
、
庾
の
大
宅
は
何
れ
に
在
ら
ん
や
。
茅

茨
柴
門
は
古
へ
の
製
。愛
す
べ
し
、秀
野
の
堂
楽
を
。乙
卯
の
春
、前
の
南
禅
竹
庵
縁
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、竹
庵
は
「
客
」
か
ら
こ
の
絵
の
題
記
と
詩
を
求
め
ら
れ
、熟
慮
の
末
、

蘇
東
坡
の
詩
に
ち
な
ん
で
「
秀
野
堂
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
と
言
う
。
た
だ
し
現
物
に

は
そ
の
序
文
だ
け
が
あ
っ
て
、
詩
は
な
い
。
ま
た
賛
と
絵
（「
文
清
」
印
が
あ
る
）
と
の
間

で
紙
が
途
切
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
少
な
く
と
も
こ
の
作
例
の
現
状
は
制
作
当
初
の
状

態
と
は
思
え
な
い
。
よ
っ
て
扱
い
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
と
も
か
く
、
こ

の
「
秀
野
堂
図
」
の
た
め
に
前
年
末
に
試
作
し
た
詩
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
竹
庵
は
そ
れ

を
別
な
依
頼
を
こ
な
す
の
に
流
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
画
中
の
高
士
は

読
書
で
は
な
く
、
観
月
し
て
い
る
。
ま
た
、
童
子
に
持
っ
て
こ
さ
せ
て
い
る
の
は
琴
か
何

か
の
楽
器
で
あ
る
か
ら
、
画
中
の
高
士
は
こ
の
後
も
し
ば
ら
く
読
書
を
す
る
つ
も
り
は
な

さ
そ
う
だ
。
こ
の
瓦
葺
き
の
建
物
を
「
草
堂
」
と
称
す
る
こ
と
に
も
や
や
無
理
が
あ
る
。

や
は
り
竹
庵
は
こ
の
絵
を
じ
っ
く
り
見
て
、
こ
の
絵
だ
け
の
た
め
に
作
詩
を
し
た
の
で
は

な
い
。
た
ま
た
ま
具
合
の
い
い
詩
の
作
り
お
き
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
流
用
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
あ
ま
り
に
も
あ
か
ら
さ
ま
な
流
用
が
許
容
さ
れ
た
（
も
し
か
す
る
と
喜
ば
れ
た
？
）

と
い
う
こ
と
は
、「
秀
野
堂
図
」
賛
を
依
頼
し
た
「
客
」
と
「
竹
林
閑
居
図
」
賛
を
依
頼

し
た
□
安
と
は
、
親
族
な
の
か
同
門
な
の
か
、
よ
ほ
ど
親
し
い
間
柄
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
稿
者
の
邪
推
を
誘
う
が
と
も
か
く
、
高
尚
な
文
雅
交
流
の
香
り
を
期
待
し
た
く
な
る

挿図 4　秀野堂図　個人蔵
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三
九

詩
画
軸
と
し
て
は
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
る
展
開
で
あ
り
、
こ
れ
が
五
山
屈
指
の
学
僧
の
や

る
こ
と
か
と
い
ぶ
か
る
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
こ
れ
が
「
詩
画
軸
」
と

し
て
優
秀
か
ど
う
か
を
議
論
し
た
い
の
で
は
な
い
。
モ
ノ
と
し
て
永
享
七
年
と
い
う
年
次

と
矛
盾
し
な
い
か
ど
う
か
、
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
紙
と
絵
に
つ
い
て
は
問
題
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
書
風
に
つ
い
て
も
そ
う
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。
状
態
の
い
い
素
材
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
厳
密
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
（
（
（

、
応
永
年
間
の
遺
風
を
伝
え
る
も
の
と
言

う
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
当
時
す
で
に
数
え
で
七
十
四
歳
の
竹
庵
が
病
気
が
ち

だ
っ
た
の
も
お
そ
ら
く
事
実
で
あ
る
。
竹
庵
は
す
で
に
永
享
五
年
（
一
四
三
三
）
に
は
第

一
線
を
退
い
て
、
こ
の
当
時
は
東
福
寺
内
の
護
福
院
に
い
た
。
そ
し
て
「
竹
林
閑
居
図
」

に
賛
を
し
た
翌
年
の
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
に
は
出
身
地
と
思
わ
れ
る
備
中
国
の
願
心

寺
に
退
隠
し
、
そ
の
ま
ま
永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
に
彼
の
地
で
没
す
る
。

　

ち
な
み
に
竹
庵
の
賛
の
あ
る
絵
に
つ
い
て
は
、
本
図
と
「
秀
野
堂
図
」
の
ほ
か
、
永
享

三
年
（
一
四
三
一
）
賛
の
「
古
寺
春
雲
図
」（
挿
図
5
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
（
（
（

）
と
や
は
り

永
享
七
年
賛
の
「
霊
照
女
図
」（
図
版
2
、ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。「
霊
照
女
図
」

は
ほ
ぼ
未
紹
介
資
料
と
思
わ
れ
（
（
（

、
前
掲
『
日
本
絵
画
史
年
紀
資
料
集
成　

十
五
世
紀
』
に

も
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。
絹
本
著
色
、
掛
幅
装
一
幅
、
本

紙
竪
一
一
五
・
六
セ
ン
チ
、
横
四
〇
・
九
セ
ン
チ
。
絹
継
は
な
い
。
特
記
す
べ
き
付
属
品

も
な
い
。
展
示
す
る
に
は
や
や
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
今
般
（
二
〇
一
一
年
度
）「
在

外
日
本
古
美
術
品
保
存
修
復
協
力
事
業
」
で
本
格
的
に
修
復
し
、
装
い
を
一
新
し
た
こ
と

を
付
言
し
て
お
く
。
賛
文
は
次
の
通
り
。

霊
照
菜
籃

丹
霞
訪
龐
居
士
門
前
見
女
子

霊
照
去
洗
菜
霞
問
居
士
在
否

照
放
下
菜
籃
歛
手
而
立
霞
曰

居
士
在
否
照
提
起
菜
籃
而
去

霞
便
回
居
士
従
外
皈
霊
照
挙

似
居
士
々
々
云
丹
霞
在
否
照

云
已
去
也
居
士
云
赤
土
塗
牛
妳

　

客
携
画
軸
求
佳
篇
因
以
傳

　

燈
録
一
節
題
之
塞
責
云

于
時
乙
卯
春
之
秋
分
日

挿図 5　古寺春雲図　京都国立博物館蔵
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四
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前
南
禅
竹
菴
拜
首
（
印
文
不
明
印
二
箇
）

（
読
み
下
し
）

霊れ
い

照し
ょ
う

菜さ
い
ら
ん籃

丹
霞
、
龐
居
士
を
訪
ふ
。
門
前
に
女
子
霊
照
の
去
し
て
菜
を
洗
ふ
を
見
る
。
霞
、
居

士
の
在
否
を
問
ふ
に
、
照
、
菜
籃
を
放
下
し
、
手
を
歛
し
て
立
つ
。
霞
曰
く
、
居
士

在
り
や
否
や
と
。
照
、
菜
籃
を
提
起
し
て
去
る
。
霞
、
す
な
は
ち
回
る
。
居
士
、
外

よ
り
帰
り
、
霊
照
、
居
士
に
挙
似
す
。
居
士
、
丹
霞
在
り
や
否
や
と
云
ふ
。
照
、
す

で
に
去
る
な
り
と
云
ふ
。
居
士
、
赤
土
に
牛
嬭
を
塗
る
と
云
ふ
。

　

客
、
画
軸
携
へ
佳
篇
を
求
む
。
因
て
伝
灯
録
の
一
節
を
も
っ
て
こ
れ
に
題
し
、
責

　

を
塞
ぎ
て
云
ふ
。

時
に
乙
卯
、
春
の
秋
分
日

　

前
の
南
禅
竹
庵
拝
首

　
「
春
の
秋
分
日
」
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
の
か
ど
う
か
不
思
議
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
語

釈
は
や
は
り
専
門
家
に
委
ね
た
い
。
絹
本
な
の
で
他
の
紙
本
作
品
と
の
比
較
は
困
難
で
あ

る
が
、
書
体
的
に
は
そ
う
疑
わ
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
判
断
す
る
。
絵
は
様
式
的
に
東
福

寺
の
明
兆
（
一
三
五
二
〜
一
四
三
一
）
の
風
が
あ
り
、
明
兆
没
後
の
こ
と
で
も
あ
り
、
衣

文
線
の
表
現
が
明
兆
の
そ
れ
を
増
幅
し
た
よ
う
な
、
一
種
く
ど
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
明
兆
弟
子
の
作
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
衣
文
線
そ
の
も
の
は
「
赤
脚
子
」
印
の
絵

師
を
思
わ
せ
る
が
、衣
へ
の
ど
ぎ
つ
い
隈
取
は
明
兆
落
款
の「
二
十
八
祖
像
」（
崇
福
寺
蔵
）

と
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
（
（

。
そ
の
一
方
で
顔
貌
表
現
は
な
か
な
か
繊
細
で
、
明
兆
本
人
よ

り
も
巧
い
と
さ
え
言
え
る
。
当
面
は
こ
う
い
う
明
兆
弟
子
が
い
た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
が
、
そ
う
い
う
存
在
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、
明
兆
系
統
の
諸
作
例
を
分
類
整
理
す

る
際
に
は
有
効
な
こ
と
だ
ろ
う
。
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
竹
庵
弟
子
筋
つ
ま
り
東

福
寺
僧
、
な
い
し
東
福
寺
の
檀
家
筋
（
も
し
か
す
る
と
在
家
の
女
性
信
者
）
が
東
福
寺
の
明

兆
工
房
の
後
継
者
に
絵
を
描
か
せ
、
竹
庵
に
賛
を
請
う
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
も
か
く
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
客
」
が
こ
の
絵
を
持
参
し
て
、
文
章
を
書
い
て
く
れ

と
せ
が
む
の
で
、『
伝
灯
録
』
の
一
節
を
書
い
て
や
っ
た
と
言
う
。
確
か
に
本
文
は
（『
景

徳
伝
灯
録
』
巻
十
四
の
引
用
で
す
ら
な
く
）
初
学
者
の
た
め
の
禅
宗
事
典
と
し
て
知
ら
れ
る

『
禅
苑
蒙
求
』（
志
明
撰
、
一
二
二
五
年
成
立
、
一
二
五
五
年
板
）
巻
之
下
「
霊
照
菜
籃
」

の
丸
写
し
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
故
事
で
は
霊
照
女
が
手
に
提
げ
た
竹
籃
に
は
野
菜
が
入

っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の
絵
で
は
竹
製
品
が
入
っ
て
い
て
、
両
手
に
は
そ
れ
を
売
っ

て
儲
け
た
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
銭
束
が
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ご
く
一
般
的
な
霊
照
女
の

図
像
で
あ
り
、「
霊
照
菜
籃
」
と
い
う
特
定
の
場
面
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
は
決
し
て
な

い
。
つ
ま
り
竹
庵
は
絵
を
熟
視
し
て
こ
の
絵
の
た
め
に
賛
を
つ
け
た
の
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
や
は
り
、
や
っ
つ
け
仕
事
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

そ
の
理
由
は
、「
竹
林
閑
居
図
」
賛
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
竹
庵
の
体
調
不
良
に
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
永
享
七
年
と
い
う
時
期
は
竹
庵
が
京
都
を
去
る
直
前
に
あ
た
る
。
そ

の
年
に
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
三
件
の
画
賛
が
立
て
続
け
に
要
求
さ
れ
、
竹
庵
は
辛
う

じ
て
こ
れ
を
こ
な
し
た
。
な
ら
ば
賛
の
内
容
と
質
よ
り
も
、
竹
庵
に
何
か
を
書
い
て
も
ら

う
こ
と
こ
そ
が
大
切
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
竹
庵
の
京
都
退
去
に
現

実
味
が
出
て
き
た
た
め
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
弟
子
や
知
己
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
形

見
と
し
て
の
文
字
を
得
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
竹
庵
が
京
都
を
去

る
こ
と
に
し
た
の
か
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
死
期
を
悟
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
く
ら
い

に
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
竹
庵
側
に
も
事
情
が
あ
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
手
を
抜
い
た
り
、
適
当
に
さ
ば
い
た
り
し
た
の
で
は
な
い
と
考
え
た
方

が
い
い
だ
ろ
う
。
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四
一

　
「
竹
林
閑
居
図
」
に
戻
っ
て
、
こ
の
絵
を
持
ち
込
ん
だ
「
安
生
」「
安
子
」
＝
□
安
に
つ

い
て
は
確
定
で
き
な
い
。
書
き
ぶ
り
か
ら
し
て
東
福
寺
内
の
同
僚
や
弟
子
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
し
か
も
竹
庵
が
わ
ざ
わ
ざ
名
前
を
記
し
（
普
通
は
「
客
」
で
済
む
だ
ろ
う
）、
そ
の
文

字
の
前
を
一
字
な
い
し
半
字
空
け
て
書
い
た
か
ら
に
は
、
雑
多
な
下
僧
な
ど
で
は
な
く
、

相
当
の
権
門
の
出
身
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
老
僧
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
若
い
僧
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
林
宗
派
図
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
を
「
安
」
の

法
諱
で
検
索
す
る
と
、
そ
れ
な
り
の
数
の
候
補
が
あ
が
る
。
全
員
に
つ
い
て
検
証
を
か
け

る
こ
と
は
稿
者
の
能
力
を
は
る
か
に
超
え
る
が
、
例
え
ば
仙
巌
澄
安
（
臨
済
宗
夢
窓
派
、

一
四
〇
〇
〜
七
三
）が
い
る
。仙
巌
の
実
父
は
日
野
重
光（
そ
の
妹
は
足
利
義
持
正
室
の
栄
子
）

で
、
将
軍
足
利
義
教
の
前
の
正
室
宗
子
（
離
縁
）
と
当
時
の
側
室
重
子
（
義
勝
と
義
政
の

生
母
）
は
と
も
に
仙
巌
の
妹
に
あ
た
る
。
こ
の
血
筋
の
よ
さ
ゆ
え
に
彼
の
禅
林
社
会
に
お

け
る
出
世
は
あ
ら
か
じ
め
約
束
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
仙
巌
は
後
に
鹿
苑
僧
録
を
務
め
る

こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
こ
の
当
時
、
日
野
家
そ
の
も
の
は
将
軍
義
教
の
不
興
を
買
っ
て

没
落
状
態
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
こ
の
澄
安
が
応
永
七
年
の
生
ま
れ
で
、
こ
の
当
時
数

え
で
三
十
六
歳
で
あ
る
か
ら
「
安
生
」「
安
子
」
と
い
う
呼
称
と
矛
盾
は
し
な
い
。
こ
の

仙
巌
は
空
谷
明
応
（
臨
済
宗
夢
窓
派
、
一
三
二
八
〜
一
四
〇
七
）
の
弟
子
で
あ
る
が
、
若
く

し
て
師
と
死
に
別
れ
、こ
の
当
時
は
惟
肖
得
巌
（
臨
済
宗
燄
慧
派
、一
三
六
〇
〜
一
四
三
七
）

に
師
事
し
て
い
た
（
（
（

。
ほ
ぼ
同
年
代
で
、
と
も
に
当
代
を
代
表
す
る
五
山
文
筆
僧
で
あ
る
惟

肖
と
竹
庵
は
文
芸
的
に
交
流
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
惟
肖
の
弟
子
が
竹
庵
の
と
こ
ろ
に

賛
を
も
ら
い
に
行
く
と
い
う
状
況
は
十
分
に
あ
り
う
る
。

　

も
ち
ろ
ん
未
検
討
の
候
補
は
複
数
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
確
定
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
こ
の
□
安
が
、
た
ま
た
ま
絵
を
手
に
入
れ
て
、
そ
れ
が
周
文
の
絵
ら
し
い
と
竹
庵

に
伝
え
た
こ
と
に
な
る
。
た
ま
た
ま
入
手
し
た
と
い
う
の
も
、
本
図
が
一
般
的
な
詩
画
軸

（
横
三
〇
〜
三
五
セ
ン
チ
前
後
）
よ
り
も
大
ぶ
り
（
横
四
〇
セ
ン
チ
弱
）
で
、
用
紙
が
障
屛

画
用
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
事
実
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
□
安
が

用
紙
を
準
備
し
て
絵
師
に
作
画
を
依
頼
し
た
の
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

□
安
は
周
文
と
直
接
や
り
取
り
を
し
て
い
な
い
。
□
安
が
こ
の
絵
を
取
得
し
た
時
点
で
す

で
に
周
文
筆
と
称
さ
れ
て
い
て
、
□
安
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
竹
庵
に
伝
え
た
だ
け
の
こ
と

な
の
で
あ
る
。
こ
の
曖
昧
さ
が
何
と
も
心
も
と
な
い
の
で
あ
る
が
、
強
い
て
疑
う
だ
け
の

根
拠
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
周
文
あ
る
い
は
竹
庵
の
偽
物
を
作
り
た
か
っ
た
の
だ
と
し

た
ら
、
も
っ
と
い
い
筋
書
き
が
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
周
文
の
印
を
偽
造

し
て
捺
す
こ
と
も
で
き
た
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
当
時
、
周
文
は
現
役
で
、
周
文
の
画
名
を
い
や
が
上
に
も
高
め
た
は
ず
の

後
花
園
天
皇
の
室
町
殿
行
幸
は
こ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
（（
（

、
伝
説
化
・
神
格
化
も

ま
だ
そ
う
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
な
る
と
一
介
の
絵
師
周
文
は
竹
庵
に

と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
□
安
に
と
っ
て
も
格
下
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
こ

こ
で
絵
師
は
「
周
文
」
と
法
諱
で
呼
び
捨
て
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
周
文
は
ま
だ
騙

り
の
素
材
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　

少
し
視
点
を
変
え
れ
ば
、通
常
こ
の
手
の
書
斎
図
は
、こ
の
想
像
上
の
書
斎
の
主
人
（
こ

の
場
合
□
安
）
が
ま
ず
書
斎
名
を
考
え
、そ
れ
か
ら
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
絵
師
（
こ

の
場
合
周
文
）
に
描
か
せ
、
書
斎
名
に
ち
な
ん
だ
賛
を
高
僧
（
こ
の
場
合
竹
庵
）
に
書
い
て

も
ら
う
の
が
一
般
的
な
筋
書
き
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
□
安
は
、
自
分
で
思
う
と

こ
ろ
を
絵
に
描
か
せ
た
の
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
入
手
し
た
書
斎
図
風
の
絵
（
現
に
こ
れ

は
書
斎
図
で
は
な
く
、
建
物
の
主
人
は
画
中
に
あ
る
）
に
書
斎
図
風
の
賛
を
書
い
て
も
ら
っ

た
。
し
か
も
運
悪
く
、
別
な
絵
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
賛
を
得
た
。

　

折
角
の
竹
庵
の
形
見
な
の
に
、
□
安
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
こ
れ
が

周
文
の
絵
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
本
当
に
無
価
値
に
近
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
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四
二

周
文
の
絵
で
さ
え
あ
れ
ば
、
代
々
将
軍
邸
障
壁
画
で
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
掛
軸
の
上
で

行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
応
、
将
軍
権
力
に
寄
っ
た
立
場
の
人
間
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
周
文
の
絵
な
の
か
ど
う

か
は
、
こ
こ
で
は
か
な
り
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
と
言
え
る
。
□
安
は
周
文
に
直
接
描
か
せ

た
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、
人
脈
を
た
ど
っ
て
周
文
の
絵
を
手
に
入
れ
た
か
何
か
、
よ
ほ

ど
の
根
拠
が
あ
っ
て
そ
れ
を
周
文
ら
し
い
と
言
い
、
そ
の
信
憑
性
を
認
め
て
竹
庵
は
こ
こ

に
あ
え
て
周
文
の
名
前
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
曖

昧
な
情
報
な
ど
、
書
か
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
立
場
上
、
竹
庵

が
周
文
の
絵
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
そ
こ
に
は
若
干
な
り
と
も

様
式
的
判
断
が
加
わ
っ
て
い
た
と
も
考
え
う
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
を
周
文
の
絵
だ
と
思

っ
た
周
文
と
同
時
代
の
人
が
二
人
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
つ
ま
り
「
周
文
」
と
い
う
情
報

は
、
そ
う
曖
昧
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　

三
、
如
拙
と
周
文

　

以
上
、
賛
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
現
状
を
観
察
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
賛
に
言

う
「
周
文
」
を
疑
う
だ
け
の
根
拠
を
稿
者
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
い
ま
だ

に
基
準
の
定
ま
ら
な
い
印
章
（
つ
ま
り
、
す
べ
て
が
い
つ
飛
び
込
ん
だ
と
も
知
れ
な
い
疑
問

印
で
あ
る
）
や
、
い
つ
の
も
の
と
も
知
れ
な
い
箱
書
き
（
制
作
当
初
か
ら
の
も
の
は
ま
ず
な

い
）、
は
た
ま
た
江
戸
時
代
の
鑑
定
書
（
往
々
に
し
て
信
用
で
き
な
い
）、
基
準
の
な
い
ま
ま

に
な
さ
れ
て
き
た
美
術
史
研
究
者
の
美
的
判
断
よ
り
は
信
じ
る
に
足
る
と
考
え
る
。
よ
っ

て
稿
者
は
こ
れ
を
周
文
の
作
と
認
め
て
よ
い
と
判
断
す
る
。
こ
の
判
断
に
は
、
賛
以
外
に

も
根
拠
が
あ
る
。
絵
づ
く
り
の
素
材
が
ほ
か
で
も
な
い
如
拙
の
「
瓢
鮎
図
」（
挿
図
6
、

退
蔵
院
蔵
）
と
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
竹
林
閑
居
図
」
画
面
左
方
の
水
流
（
挿
図

7
）、
こ
れ
は
「
瓢
鮎
図
」
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
頼
り
な
く
蛇
行
す
る
、
や
や
風
変

わ
り
な
遠
山
の
輪
郭
（
挿
図
8
）
も
、「
瓢
鮎
図
」
の
そ
れ
を
思
わ
せ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
、
こ
の
「
瓢
鮎
図
」
は
、
将
軍
足
利
義
持
の
命
令
で
如
拙
が
描
い
た
も
の
。
将
軍
家

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
国
絵
画
の
な
か
の
い
く
つ
か
か
ら
素
材
を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
組

み
合
わ
せ
て
、「
新
様
」
す
な
わ
ち
前
例
の
な
い
図
柄
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。
余
談
に

な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
絵
づ
く
り
は
、
典
拠
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
れ
ば
お
お
む
ね
事
足
り

る
掛
軸
な
ど
の
小
さ
な
画
面
よ
り
も
、
む
し
ろ
障
壁
画
の
大
き
な
画
面
で
こ
そ
積
極
的
に

な
さ
れ
た
は
ず
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
少
し
後
の
時
期
の
「
筆
様
制
作
」
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
。
と
言
っ
て
も
描
い
て
い
る
絵
師
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
必
要
が
あ
っ
て
大
画
面
で

や
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
小
画
面
に
も
波
及
し
て
く
る
。
そ
し
て
大
画
面
に
も
小
画
面
に

も
同
じ
よ
う
な
面
々
に
よ
っ
て
賛
が
付
け
ら
れ
る
。
本
来
少
し
趣
旨
が
違
う
は
ず
で
あ
る

が
、
す
ぐ
に
区
別
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
も
の
が
混
ざ
っ
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
の
詩
画
軸
は
、
文
人
趣
味
的
な
、
あ
る
い
は
内
輪
受
け
的
な
感
覚
か
ら
ず
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
決
し
て
単
に
頽
廃
・
形
骸
化
し
た
と
評
す
べ
き
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。「
室
町
水
墨
画
―
詩
画
軸
―
五
山
文
学
」
と
い
う
、
も
は
や
あ
り
き
た
り

と
な
っ
た
語
り
の
枠
組
み
を
解
体
し
て
、「
漢
画
―
漢
詩
文
」
と
い
う
よ
う
に
再
認
識
し

た
時
、
従
来
と
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
時
代
概
説
が
書
け
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、
如
拙
と
「
竹
林
閑
居
図
」
の
絵
師
の
共
通
の
典
拠
と
な

っ
た
中
国
画
に
つ
い
て
は
、「
月
下
吟
秋
図
」（
挿
図
9
、
竺
田
悟
心
賛
、
国
立
ギ
メ
東
洋
美

術
館
蔵
）、「
竹
林
閑
居
図
」（
挿
図
10
、『
真
美
大
観
』
十
冊
、
審
美
書
院
、
一
九
〇
三
年
、
所

載
。
当
時
の
所
蔵
者
は
下
村
正
太
郎
）、あ
る
い
は
伝
周
文
筆
「
竹
亭
閑
居
図
」（
挿
図
11
、『
美

術
聚
英
』
十
四
冊
、
審
美
書
院
、
一
九
一
二
年
、
所
載
。
当
時
の
所
蔵
者
は
小
倉
梅
之
進
）、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
伝
馬
遠
筆
「
別
墅
雪
景
図
」（
挿
図
12
、Fenollosa, Ernest F., Epochs 

of C
hinese and Japanese Art, vol. 2, London: W

illiam
 H

einem
ann, 1912 

所
載
（
（（
（

）
な
ど
の
諸
作

例
を
念
頭
に
、
当
面
は
仮
想
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
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四
三

挿図 6　如拙筆 瓢鮎図　退蔵院蔵

挿図 7　竹林閑居図 部分　松岡美術館蔵

挿図 8　竹林閑居図 部分　松岡美術館蔵

挿図 9　月下吟秋図　国立ギメ東洋美術館
蔵
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四
四

挿図 10　竹林閑居図（『真美大観』10 冊所載）

挿図 11　伝周文筆 竹亭閑居図（『美術聚英』14 冊所載）

挿図 12　伝馬遠筆 別墅雪景図（『東洋美術史綱』所載）

と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
時
こ
の
地
域
で
広
く
通
行
し
た
、
何
ら
か
の
伝
統
と
権

威
の
あ
る
図
柄
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
瓢
鮎
図
」
と
同
じ
素
材
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
同
じ
絵
を
参
考
に
し
た
と
言
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

の
絵
師
が
如
拙
ひ
い
て
は
将
軍
家
と
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
い

う
立
場
の
絵
師
が
誰
な
の
か
と
言
え
ば
、
永
享
年
間
に
か
ぎ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
周
文
以
外

に
は
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
絵
の
方
か
ら
言
っ
て
も
、
こ
れ
が
周
文
作
で
あ
る
蓋
然
性
は
相
当
に
あ

る
。
例
え
ば
、
惟
肖
得
巌
が
後
か
ら
如
拙
の
絵
だ
と
記
し
た
「
王
羲
之
書
扇
図
」（
挿
図

13
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
は
、
現
在
如
拙
の
作
と
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
し
、
稿

者
も
そ
の
こ
と
に
異
論
は
な
い
（
（（
（

。
だ
が
、
こ
の
「
王
羲
之
書
扇
図
」
そ
の
も
の
に
落
款
は

な
い
。
ま
た
厳
密
に
様
式
で
判
断
で
き
る
ほ
ど
如
拙
の
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
も
な

い
。
し
か
も
惟
肖
が
こ
れ
を
如
拙
筆
と
認
め
る
に
い
た
っ
た
事
情
は
ど
こ
に
も
書
か
れ
て

い
な
い
。
そ
の
点
で
は
竹
庵
の
記
述
の
方
が
証
言
と
し
て
具
体
的
で
信
憑
性
が
あ
る
と
さ

え
言
え
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
如
拙
と
面
識
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
惟
肖
の
判
断
が
ま

っ
た
く
信
じ
る
に
足
り
な
い
も
の
な
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
い
う
も
の
で
も
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
手
の
も
の
は　
――
　
も
ち
ろ
ん
最
低
限
の
批
判
に
耐
え
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

段
階
で　
――
　
是
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
が
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
慎

重
を
期
す
ば
か
り
が
学
問
の
役
割
で
は
な
い
と
心
得
る
が
、
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
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四
五

　
　
　
　

四
、
期
待
さ
れ
る
周
文
様
式
と
の
距
離

　

こ
こ
で
当
然
予
想
さ
れ
る
の
は
、「
い
や
、
周
文
は
も
っ
と
鋭
い
（
細
か
い
・
謹
直
な
・

巧
い
）
は
ず
だ
」
と
い
う
美
術
史
研
究
者
と
古
美
術
関
係
識
者
の
反
応
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
れ
は
「
霊
照
女
図
」
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
「
美
術
」
で
は
な
い
室
町
時

代
の
絵
に
、
現
行
制
度
下
で
の
美
術
展
覧
会
や
美
術
書
に
お
い
て
「
美
術
」
と
し
て
立
派

で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
は
、
現
代
人
の
身
勝
手
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
巧

い
か
ど
う
か
は
（
あ
る
レ
ベ
ル
か
ら
先
に
つ
い
て
は
）
こ
の
際
論
外
と
し
て
、
し
か
し
な
が

ら
確
か
に
、
そ
う
思
わ
せ
る
描
線
の
「
ゆ
る
さ
」
が
本
図
に
は
あ
る
。
福
岡
孝
悌
が
こ
の

絵
を
自
慢
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
室
町
水
墨
画
コ
レ
ク
タ
ー
と
は
言
え
な
い
松
岡
清
次
郎

が
こ
れ
を
落
札
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
室
町
絵
画
史
研
究
者
が
こ
の
絵
を
等
閑

視
し
て
き
た
こ
と
も
、
賛
の
記
述
の
曖
昧
さ
に
起
因
す
る
と
言
う
よ
り
、
そ
も
そ
も
こ
の

絵
が
期
待
さ
れ
る
周
文
様
式
を
示
し
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、そ
の「
期

待
さ
れ
る
周
文
様
式
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

従
来
、
周
文
作
の
候
補
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、「
竹
斎
読
書
図
」（
挿
図

14
、
文
安
四
年
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
「
水
色
巒
光
図
」（
挿
図
15
、
文
安
二
年
、
奈
良

国
立
博
物
館
蔵
）
の
二
点
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
二
点
が
代
表
格
に
な
る
の
に
は
、
周
文

筆
と
「
伝
え
ら
れ
る
」
こ
と
に
加
え
、「
出
来
が
い
い
」
と
い
う
判
断
が
働
い
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
判
断
は
「
周
文
の
絵
が
現
在
の
我
々
か
ら
見
て
も
当
代
随
一

の
出
来
ば
え
を
示
す
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
基
準
が

な
い
以
上
、
そ
の
前
提
に
は
何
の
保
証
も
な
い
。
出
来
ば
え
を
判
断
す
る
基
準
が
当
時
と

現
在
と
で
同
じ
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。
経
年
劣
化
に
よ
り
、
制
作
当
初
の
見
た
目

が
現
在
の
見
た
目
と
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る
と
い
う
の
も
常
識
で
あ
る
。
出
来
の
い
い

順
番
に
周
文
真
筆
に
近
づ
く
と
い
う
考
え
方
が
結
局
の
と
こ
ろ
現
代
人
の
身
勝
手
な
幻
想

な
の
だ
と
す
れ
ば
、
出
来
の
優
劣
の
問
題
で
候
補
の
周
縁
部
に
押
し
出
さ
れ
た
作
例
は
や

は
り
候
補
に
残
し
て
お
く
べ
き
で
、
例
え
ば
「
待
花
軒
図
」（
挿
図
16
、
応
永
二
十
六
年
以

前
、
出
光
美
術
館
蔵
）、「
江
天
遠
意
図
」（
挿
図
17
、
応
永
二
十
六
年
以
前
、
根
津
美
術
館
蔵
）

あ
た
り
は
や
は
り
外
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
結
局
、
先
述
の
福
岡

孝
悌
旧
蔵
「
陶
弘
景
聴
松
図
」（
挿
図
18
、
嘉
吉
二
年
、
山
梨
県
立
美
術
館
蔵
）
を
は
じ
め
、

作
期
を
周
文
在
世
中
に
絞
れ
る
詩
画
軸
は
軒
並
み
同
列
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で

挿図 13　如拙筆 王羲之書扇図　京都国立博物館
蔵
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六

近
年
で
は
様
式
や
制
作
環
境
に
鑑
み
て
「
望
海
楼
図
」（
挿
図
19
、
永
享
七
年
、
サ
ン
リ
ツ

服
部
美
術
館
蔵
（
（（
（

）
や
「
蜀
山
図
」（
挿
図
20
、
文
安
三
年
以
前
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
（
（（
（

）、
あ

る
い
は
「
沙
鷗
図
」（
挿
図
21
、
宝
徳
二
年
、
鹿
苑
寺
蔵
（
（（
（

）
も
有
力
候
補
と
し
て
浮
上
し
て

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
作
例
の
様
式
や
作
行
き
に
は
相
当
の
幅
が
あ
っ
て
、
こ
の
な
か
に

周
文
真
筆
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
ひ
と
つ
だ
け
か
も
し
れ
な
い
し
、
複
数
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
周
文
よ
り
巧
い
人
は

い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
皆
目
わ
か
ら
な
い
の
で

あ
る
。
だ
が
、
こ
う
い
う
も
の
を
素
材
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
漠
然
と
で
は
あ
る
が
、「
こ

う
い
う
周
文
は
あ
り
う
る
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
は
尊
重
し
た
い
が
、
年
代
を
絞
り
込
む
と
い
う
作
業
の
都
合
上
、
情
報
が
詩

画
軸
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
十
分
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
（
（（
（

、
あ
く
ま
で
も
根

拠
不
明
確
で
曖
昧
模
糊
と
し
た
現
在
の
周
文
理
解
の
範
疇
に
入
ら
な
い
と
い
う
理
由
で

「
竹
林
閑
居
図
」
を
否
定
し
た
り
、
周
文
資
料
か
ら
除
外
し
た
り
す
る
道
理
は
な
い
。
稿

者
は
本
図
が
従
来
漠
然
と
予
想
さ
れ
て
い
た
周
文
様
式
か
ら
極
端
に
離
れ
て
い
る
と
は
思

わ
な
い
し
、
何
よ
り
こ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
さ
れ
た
ど
の
作
例
よ
り
も
信
頼
し
う

る
「
周
文
」
と
い
う
文
字
情
報
が
付
随
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
本
図
を
周
文
筆
と
認
め

挿図 14　竹斎読書図　東京国立博物館蔵挿図 15　水色巒光図　奈良国立博物館蔵
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挿図 19　望海楼図　サンリツ服部美術館
蔵

挿図 20　蜀山図　静嘉堂文庫美術館蔵挿図 21　沙鷗図　鹿苑寺蔵

407.indb   48 12/09/05   9:54



永
享
七
年
の
竹
庵
大
縁
を
め
ぐ
る
画
事
よ
り

49

四
九

る
稿
者
の
説
が
大
方
の
賛
同
を
得
る
か
ど
う
か
は
楽
観
視
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
周

文
研
究
の
（
現
時
点
に
お
け
る
）
準
一
級
資
料
と
し
て
――

い
わ
ゆ
る
「
伝
周
文
」
の
作

品
群
と
は
別
格
と
し
て
――

渡
邊
一
に
よ
る
レ
ゾ
ネ
（
前
掲
）
に
付
け
加
え
る
こ
と
だ

け
は
、
是
非
と
も
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

美
術
史
学
と
し
て
は
最
終
的
に
は
絵
で
決
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
純
粋
に
絵
だ
け

で
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
そ
う
多
く
な
い
。
年
代
の
特
定
に
せ
よ
、
絵
師
の
特
定
に
せ
よ
、

文
字
情
報
や
状
況
証
拠
の
助
け
を
借
り
て
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ

常
套
手
段
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
総
合
的
に
判
断
し
て
周
文
筆
の
可
能
性
は
相
当
程
度
認

め
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
可
能
性
に
蓋
を
し
て
き
た
の
は
、「
美
術
」
な
い
し
「
水

墨
画
」
あ
る
い
は
「
詩
画
軸
」
と
い
う
評
価
の
枠
組
み
に
ほ
と
ん
ど
無
意
識
的
に
囚
わ
れ

て
し
ま
う
美
術
史
研
究
者
の
眼
で
は
な
か
っ
た
か
。
逆
に
言
え
ば
、
近
代
的
学
問
の
語
り

の
枠
組
み
の
限
界
を
認
識
し
、
事
実
を
見
据
え
た
評
価
を
下
す
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で

に
難
し
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
名
品
探
し
」
が
一
段
落
し
た
今
、
そ

れ
が
肝
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
期
の
絵
は
典
拠
と
な
る
中
国
画
の
出
来
ば
え
に
随
分
左
右
さ
れ
る

上
に
、
日
本
に
は
必
ず
し
も
質
の
高
い
中
国
画
ば
か
り
が
揃
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
絵
師
は
さ
ま
ざ
ま
に
描
き
分
け
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
経
験

を
積
ん
で
様
式
が
変
化
す
る
こ
と
も
普
通
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
永
享
七
年
春
こ
ろ
の

周
文
の
一
面
を
も
の
語
る
作
例
と
し
て
こ
の
絵
を
理
解
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し

て
も
周
文
を
考
え
る
た
め
の
具
体
的
な
基
準
を
見
出
せ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
し
か
も
如
拙
と
の
関
係
性
を
具
体
的
に
指
摘
で
き
る
点
は
特
筆
で
き
、

ほ
ぼ
夏
珪
様
一
辺
倒
で
進
ん
で
き
た
周
文
様
式
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
、
き
わ
め
て
重
要

な
作
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
最
後
に
展
望
と
し
て
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

註（
1
）　

松
岡
美
術
館
主
任
学
芸
員
の
寺
島
い
ず
み
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
二
〇
一
一
年
六
月
二
十

二
・
二
十
三
両
日
の
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
松
岡
美
術
館
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
諸
事
た
い

へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
調
査
を
仲
介
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
の
調
査
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
相
澤
正
彦
氏
（
成
城
大
学
）
と
も
ど
も
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
2
）　
「
美
術
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
研
究
」
の
一
環
と
し
て
島
尾
新
氏
ほ
か
の
面
々
が
一
九
九
二
年

七
月
二
十
日
に
新
橋
の
松
岡
美
術
館
で
調
査
・
撮
影
し
た
（
撮
影
者
は
野
久
保
昌
良
）
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

（
3
）　

稿
者
の
考
え
る
「
漢
画
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
山
水
長
巻
考
―
雪
舟
の
再
評
価
に
む

け
て
―
」（『
美
術
研
究
』
四
〇
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）　

以
下
、竹
庵
の
伝
記
に
つ
い
て
は
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』（
講
談
社
、一
九
八
三
年
）

に
よ
る
。

（
5
）
「
秀
野
堂
図
」
賛
に
つ
い
て
は
本
文
中
に
述
べ
た
疑
問
が
あ
り
、「
古
寺
春
雲
図
」
賛
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
全
面
的
な
入
墨
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
残
念
な
が
ら
両
作
は
基
準
と
し
て
機
能
し
な
い
。

（
6
）　

賛
文
に
つ
い
て
は
島
田
修
二
郎
・
入
谷
義
高
監
修
『
禅
林
画
賛　

中
世
水
墨
画
を
読
む
』（
毎

日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

（
7
）
小
さ
な
モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
伴
う
簡
単
な
言
及
と
し
て
宮
島
新
一
「
ケ
ル
ン
市
に
集
め
ら
れ
た
日

本
の
絵
画
」（『
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
展
』
図
録
、東
武
美
術
館
ほ
か
、一
九
九
七
年
）
が
あ
り
、『
海

外
所
在
日
本
美
術
品
調
査
報
告
八
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
―
絵
画
』（
文
化
財
保
存
修
復
学
会
、
一

九
九
九
年
）
に
も
や
は
り
小
さ
な
モ
ノ
ク
ロ
図
版
と
賛
の
翻
刻
が
あ
る
。

（
8
）　

こ
の
作
例
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
崇
福
寺
蔵
「
二
十
八
祖
像
」
を
め
ぐ
っ
て
―
雲
谷
等
益
、
明
兆

か
ら
雪
舟
、
文
清
ま
で
―
」（『
美
術
研
究
』
三
八
六
号
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
を
参
照
。

（
9
）　

以
上
、
仙
巌
の
伝
記
に
つ
い
て
は
玉
村
註
4
前
掲
書
を
も
と
に
稿
者
が
若
干
補
足
し
た
。

（
10
）　

拙
稿
「
足
利
将
軍
邸
の
障
子
画
賛
」（『
文
学
』
十
二
巻
五
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
を
参
照
。

（
11
）　

島
尾
新
『
絵
は
語
る
5
如
拙
筆
瓢
鮎
図
―
ひ
ょ
う
た
ん
な
ま
ず
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』（
平
凡
社
、

一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
12
）　

塩
谷
純
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。「
別
墅
雪
景
図
」の
訳
語
は
森
東
悟
訳『
東
洋
美
術
史
綱
』下（
東

京
美
術
、
一
九
八
一
年
）
に
よ
る
。

（
13
）　

島
尾
新
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
の
絵
画
―
「
王
羲
之
書
扇
図
」
の
画
と
詩
」（『
美
術
研
究
』

三
六
三
号
、
一
九
九
六
年
一
月
）
を
参
照
。
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美　

術　

研　

究　
　

四　

〇　

七　

号

50

五
〇

（
14
）
宮
島
新
一
「
惟
肖
得
巌
賛
望
海
楼
閣
図
」（『
國
華
』
一
二
一
二
号
、
一
九
九
六
年
十
一
月
）

お
よ
び
松
木
寛
「
日
本
水
墨
画
の
原
型
―
伝
周
文
筆
望
海
楼
閣
図
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
美
術
史
学
』

二
十
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
15
）　

松
木
註
14
前
掲
論
文
参
照
。

（
16
）　

城
市
真
理
子
『
室
町
水
墨
画
と
五
山
文
学
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
17
）　

障
屛
画
家
と
し
て
の
周
文
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
本
の
素
直
で
な
い
花
鳥
画
た
ち
―

周
文
屛
風
の
幻
影
―
」（『
雪
舟
花
鳥
を
描
く

花
鳥
図
屛
風
の
系
譜
』
展
図
録
、
島
根
県
立
石

見
美
術
館
、
二
〇
一
一
年
）
な
ら
び
に
註
10
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

挿
図
出
典
一
覧

挿
図
4　

C
unningham

, M
ichael R

., Ink Paintings and Ash-G
lazed C

eram
ics: M

edieval C
alligraphy, 

Painting, and C
eram

ic Art from
 Japan and Korea, exh. cat., Th

e C
leveland M

useum
 of Art, 

2000.

挿
図
5　

註
6
掲
出
『
禅
林
画
賛
』

挿
図
6　

島
尾
註
11
掲
出
書

挿
図
9　
『
週
刊
朝
日
百
科　

国
宝
の
美
』
五
号
（
二
〇
〇
九
年
九
月
）

挿
図
13
〜
17
・
20
・
21　

東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編
『
京
都
五
山

禅
の
文
化
』
展
図
録
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
）

挿
図
18　
『
中
世
信
濃
の
名
僧　

知
ら
れ
ざ
る
禅
僧
た
ち
の
営
み
と
造
形
』
展
図
録
（
飯
田
市
美
術
博
物

館
、
二
〇
〇
五
年
）

挿
図
19　

註
14
掲
出
『
國
華
』
一
二
一
二
号

（
わ
た
だ　
み
の
る　

企
画
情
報
部
文
化
財
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
室
長
）
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